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神奈川県立歴史博物館所蔵「関八州大絵図」について

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

大
型
肉
筆
絵
図
、
河
川
絵
図
、
椿
海
、
利
根
川
東
遷
事
業
、
承
応
〜
寛
文
期

【
要
旨
】

　

本
稿
は
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
関
八
州
大
絵
図
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、

類
似
絵
図
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
景
観
年
代
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
関
八
州
大
絵
図
」
は
多
く
の
情
報
が
記
さ
れ
た
河
川
絵
図
で
あ
り
、
江
戸
時

代
初
期
の
承
応
三
年
〜
寛
文
三
年
の
様
子
を
描
い
た
貴
重
な
絵
図
あ
る
こ
と
、
類

似
絵
図
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
成
者
ま
た
は
作
成
依
頼
者
は
、
水
戸
藩
に

縁
を
も
つ
人
物
で
、
水
戸
街
道
を
あ
え
て
主
要
街
道
と
し
て
書
き
加
え
て
い
る
こ

と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
関
八
州
大
絵
図（

（
（

」（
以
下
「
大
絵
図
」
と
略

す
）
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
の
受
け
入
れ
以
来
、
巨
大
な
絵
図
で
あ
る

た
め
に
展
示
を
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
、
平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）
の
再
開
館
に
合
わ
せ
て
展
示
台
が
作
成
さ
れ
、
初
め
て
公
開
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
本
稿
は
こ
の
「
大
絵
図
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ

て
確
認
し
た
類
似
絵
図
と
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
景
観
年
代
の
考
察
を
試
み
る
も
の

で
あ
る
。

一　

関
八
州
大
絵
図
の
特
徴

　
「
大
絵
図
」
は
、
本
紙
寸
法
が
一
八
八
三
㎜
×
二
〇
九
〇
㎜
の
大
型
肉
筆
絵
図
で

あ
り
、
伝
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
原
図
を
写
し
、
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

縦
五
枚
、
横
八
枚
＋
半
端
一
枚
の
紙
を
貼
り
継
い
だ
紙
に
描
か
れ
、
折
図
と
し
て
保

管
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）・（
図
２
）。

　

描
か
れ
る
範
囲
は
江
戸
を
中
心
に
関
東
八
州
（
相
模
・
武
蔵
・
安
房
・
上
総
・
下

総
・
上
野
・
下
野
・
常
陸
）・
伊
豆
・
駿
河
（
沼
津
・
富
士
山
ま
で
）・
甲
斐
・
信
濃

（
千
曲
川
水
系
・
黒
姫
山
ま
で
）
で
あ
る
が
、
伊
豆
・
安
房
の
一
部
が
不
自
然
に
欠

け
て
お
り
、
画
面
下
方
の
紙
一
枚
分
が
欠
損
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

墨
書
き
さ
れ
た
絵
図
に
青
（
海
・
河
川
）、
緑
（
山
・
植
生
）、
赤
（
道
）、
黄
（
国

名
部
分
）、
白
（
河
川
や
湖
沼
名
）
を
使
い
彩
色
さ
れ
て
い
る
が
、
村
名
・
城
・
城

下
町
名
、
各
所
の
寺
社
を
描
い
た
図
像
に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
国
境
を
黒

い
太
線
で
表
す
が
、
陸
奥
・
越
後
と
の
国
境
、
伊
豆
・
駿
河
の
国
境
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。

　

村
名
を
小
判
型
の
中
に
記
す
こ
と
や
、
城
・
城
下
町
名
（
藩
名（

（
（

）
を
□
で
囲
う
城

根　

本　

佐
智
子

【 

資
料
紹
介 

】

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵

　
　
　「
関
八
州
大
絵
図
」
に
つ
い
て
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図１
　関八州大絵図トレース図
　（河川・城形図式・主要街道）

　 　主要街道

　斜体  の文字は
　　　　筆者加筆したもの
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図 2
神奈川県立歴史博物館所蔵　関八州大絵図
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形
の
図
式
は
国
絵
図
の
様
式
と
類
似
す
る
が
、
全
て
の
村
名
を
書
き
上
げ
る
の
で
は

な
く
、
街
道
沿
い
の
村
を
中
心
に
記
し
て
い
る
。
一
方
で
、
街
道
沿
い
で
は
な
い
周

辺
の
村
々
も
詳
細
に
書
き
込
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
表
記
に
は
差
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
他
「
古
城
有
」
と
い
っ
た
名
所
旧
跡
の
情
報
や
、
山
の
詳
し
い
名
称
・
金
山
・

銀
山
等
鉱
山
名
の
書
込
み
も
各
所
に
見
ら
れ
る
。

　

街
道
は
細
い
朱
線
、
五
街
道
な
ど
の
主
要
街
道
は
太
い
朱
線
で
示
し
て
い
る
。
主

要
街
道
の
脇
に
は
宿
場
間
の
距
離
も
記
入
さ
れ
て
い
る
。
主
要
街
道
の
ル
ー
ト
を
見

る
と
、
中
山
道
は
追
分
よ
り
北
国
街
道
へ
入
り
小
室
（
小
諸
）
―
上
田
―
松
城
（
松

代
） 

へ
と
続
く
。
ま
た
奥
州
街
道
は
宇
都
宮
―
大
田
原
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
宇
都
宮

―
烏
山
―
黒
羽
―
白
河
の
関
へ
と
続
く
関
街
道
が
太
線
で
示
さ
れ
る
。
甲
州
街
道
に

至
っ
て
は
、
高
井
戸
以
降
は
細
線
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
五
街
道
で
は

な
い
水
戸
街
道
が
太
線
で
記
さ
れ
て
い
る
。
水
戸
街
道
を
太
線
で
表
し
て
い
る
こ
と

で
、
こ
の
絵
図
の
作
成
者
（
写
し
の
作
成
者
や
発
注
者
）
が
水
戸
藩
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
「
大
絵
図
」
は
、
各
国
の
河
川
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
言
え
る
。
特

に
利
根
川
水
系
を
中
心
に
太
く
、
霞
ケ
浦
周
辺
が
香
取
海
の
よ
う
に
大
き
く
描
か
れ

て
お
り
、
河
川
・
湖
沼
の
名
称
な
ど
も
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
関
八
州
の
利
根
川
を

は
じ
め
と
す
る
主
要
河
川
の
水
系
を
描
い
た
大
型
絵
図
の
総
称
を
「
関
東
川
々
絵

図（
3
（

」
と
い
い
、
利
根
川
治
水
の
基
本
図
と
な
っ
て
い
た（

4
（

が
、「
大
絵
図
」
は
「
関
東

川
々
絵
図
」
の
範
囲
を
超
え
、
信
濃
国
千
曲
川
水
系
、
常
陸
国
那
珂
川
水
系
・
甲
斐

国
富
士
川
・
伊
豆
国
狩
野
川
ま
で
広
範
囲
に
描
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
関

東
川
々
絵
図
」
と
は
目
的
を
異
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う（

5
（

。
ま
た
一
方
で
、
常
陸
・
下
野
・
上
野
・
信
濃
の
陸
奥
・
越
後
と
の
国
境

が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
国
絵
図
や
日
本
総
図
の
よ
う
に
国
全
体
の
形
を
描
く
こ
と
を

目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
に
く
い
。
こ
の
絵
図
は
関
東
周
辺
諸
国
の
河
川

を
描
く
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
「
河
川
絵
図
」
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

数
多
く
の
河
川
を
描
い
て
い
る
が
、
描
か
れ
た
橋
梁
は
両
国
橋
・
六
郷
橋
の
み
で

あ
る
。

二　

類
似
絵
図
と
の
比
較

　

大
分
県
臼
杵
市
の
臼
杵
市
教
育
委
員
会
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
武
蔵
常
陸
甲
斐
信

濃
上
野
下
野
上
総
下
総
安
房
相
模
伊
豆（

6
（

」（
資
料
番
号
307
・
② 

─
9
の
二
点（

7
（

。
以
下

「
臼
杵
本
」
と
略
す
）
と
い
う
同
名
の
資
料
二
点
は
、「
大
絵
図
」
と
構
図
が
大
変
よ

く
似
て
お
り
、
描
か
れ
て
い
る
範
囲
、
国
境
・
川
・
湖
沼
の
表
現
や
、
村
名
を
小
判

図 3　臼杵市教育委員会所蔵　資料番号 307「武蔵常陸甲斐信濃上野
   下野上総下総安房相模伊豆」写真提供：臼杵市教育委員会
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型
の
中
に
記
す
こ
と
、
城
形
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
同
じ
原
図
を
写
し
作
成
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
絵
図
で
あ
る
。

　

寸
法
も
一
点
は
一
九
四
〇
㎜
×
二
〇
二
〇
㎜
（
資
料
番
号
307
）（
図
3
）、
も
う
一

点
は
一
八
八
〇
㎜
×
二
〇
一
〇
㎜
（
資
料
番
号
② 

─
9
）
で
あ
り
、「
大
絵
図
」
で
は

欠
損
し
て
い
た
伊
豆
・
安
房
の
一
部
も
欠
損
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
伊
豆
・
安
房
の

一
部
が
欠
損
し
た
状
態
で
「
大
絵
図
」
と
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
り
、
作
成
時
は
「
臼
杵
本
」

二
点
よ
り
「
大
絵
図
」
の
方
が
大
き
く
描
か
れ
た
絵
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、「
大
絵
図
」
と
臼
杵
本
と
の
相
違
点
を
見
て
み
た
い
。「
大
絵
図
」
が
墨
書

き
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
臼
杵
本
」
は
小
判
型
で
記
さ
れ
た
村
々
が
国
別
で

黄
・
赤
・
薄
桃
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鳥
居
や
寺
社
の
建
物
と
い
っ
た
図
像

に
も
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
大
絵
図
」
に
多
く
み
ら
れ
る
林
や
樹
木

と
い
っ
た
植
生
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

街
道
は
、「
大
絵
図
」
で
は
太
い
朱
線
と
細
い
朱
線
で
主
要
街
道
か
否
か
を
表
し

た
が
、「
臼
杵
本
」
で
は
江
戸
を
発
し
、
所
沢
方
面
へ
向
か
う
一
本
の
太
い
朱
線（

8
（

が

見
ら
れ
る
の
み
で
、
他
の
主
要
街
道
も
全
て
細
い
朱
線
で
描
か
れ
て
い
る
。「
大
絵

図
」
で
太
い
朱
線
と
な
っ
て
い
た
牛
久
―
土
浦
―
府
中
―
水
戸
を
繋
ぐ
水
戸
街
道
は
、

涸
沼
手
前
で
途
切
れ
水
戸
へ
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
城
形
図
式
で
記
さ
れ
た
府
中
、

土
浦
の
二
城
は
記
さ
れ
て
も
い
な
い
。

　

そ
の
他
に
「
臼
杵
本
」
は
、
下
総
・
武
蔵
の
国
境
で
あ
る
庄
内
古
川
・
江
戸
川
に

国
境
の
太
線
が
入
っ
て
い
な
い
。
関
宿
対
岸
の
「
水
海
」
か
ら
出
る
「
赤
堀（

9
（

」「
こ

て
さ
し
堀
」
の
二
堀
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
那
須
の
殺
生
石
、
関
宿
の
宗
寧
寺
が
描

か
れ
て
い
な
い
な
ど
、
全
体
的
に
「
大
絵
図
」
よ
り
も
記
述
が
少
な
く
、
細
部
を
省

略
し
た
絵
図
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
河
川
の
表
現
を
見
て
も
、
下
野
国
那
珂
川

の
上
流
、
大
田
原
以
北
な
ど
は
紙
面
の
関
係
上
短
く
省
略
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
描

き
方
を
し
て
お
り
、
山
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
古
河
が
下
野
国
に
含
ま
れ
て
い
る
と

い
っ
た
誤
り
も
見
ら
れ
る
。
橋
梁
も
、
千
住
大
橋
を
朱
で
描
く
の
み
で
あ
る
。

三　

両
絵
図
の
景
観
年
代
に
つ
い
て

　
「
大
絵
図
」
と
「
臼
杵
本
」
は
、
お
そ
ら
く
同
じ
絵
図
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
写

し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
ど
ち
ら
が
よ
り
原
本
の
絵
図
に

近
い
も
の
で
あ
る
の
か
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

簡
略
な
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
か
、
詳
細
な
も
の
か
ら
必
要
な
情
報
だ
け
を
描
き

ぬ
い
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
、
原
本
資
料
や
他
の
類
似
資
料
が
発
見
さ
れ
ぬ
限
り
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
両
絵
図
の
景
観
年
代
を
考
え

る
際
に
は
、
ま
ず
は
両
者
共
通
に
記
さ
れ
て
い
る
情
報
を
基
本
と
し
て
考
え
た
い
。

　
「
臼
杵
本
」
は
、『
臼
杵
市
所
蔵
絵
図
資
料
群
調
査
報
告
書（

（1
（

』
に
お
い
て
、
寛
永
国

絵
図
系
統
の
地
方
図
の
解
説
の
中
で
、「
寛
永
『
日
本
総
図
』
か
ら
該
当
す
る
箇
所

（
関
東
お
よ
び
隣
接
す
る
周
辺
国
）
を
切
り
取
っ
て
写
さ
れ
た
絵
図
で
は
な
い
か
」

と
さ
れ
、
ま
た
同
報
告
書
掲
載
の
絵
図
目
録
に
は
「
臼
杵
本
」
の
概
要
と
し
て
、「
椿

海
と
刑
部
川
（
下
総
）
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景
観
年
代
は
寛
文
十
年
頃

か
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
川
村
博
忠
氏
は
『
国
絵
図
の
世
界（

（（
（

』
に
お
い
て
「
臼
杵
本
」
を
取
り
上
げ
、

上
野
沼
田
城
に
「
真
田
伊
賀
守
」、
信
濃
松
城
（
松
代
）
城
に
「
真
田
伊
豆
守
」
と

領
主
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
成
年
代
が
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
〜
天

和
元
年
（
一
六
八
一
）
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
こ
と
、
ま
た
大
多
喜
城

が
城
形
図
式
で
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
大
多
喜
城
が
廃
城
と
な
っ
て
い
た
元
和

十
年
（
一
六
二
四
）
頃
〜
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
五
十
年
間
の
間
で
あ
る
と

さ
れ
、
両
者
を
許
容
す
る
期
間
で
あ
る
万
治
元
年
〜
寛
文
十
二
年
の
わ
ず
か
十
二
年

間
を
作
成
期
間
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
川
村
氏
は
、
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
の
企
画
展
図
録
『
殿
様
の
コ
レ
ク
シ
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神奈川県立歴史博物館所蔵「関八州大絵図」について

ョ
ン
─
臼
杵
藩
と
絵
図（

（1
（

―
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
臼
杵
本
」
の
解
説
に
お
い

て
、
関
東
地
方
十
一
ケ
国
の
寄
絵
図

（
地
域
図
）
で
あ
る
こ
と
、
前
に
示
さ

れ
た
沼
田
城
主
・
松
城
城
主
の
治
世

の
時
期
と
、
下
総
の
椿
海
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
干
拓
前
で
あ
り
、

寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
前
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
こ
と
、
江
戸
幕
府
の
日
本
総
図
集
成
に
は
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
こ
の

よ
う
な
地
域
ご
と
の
寄
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
「
大
絵
図
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
椿
海
（
図
4
）
は
、
下
総
国
香
取
・
匝
瑳
・
海

上
の
三
郡
に
ま
た
が
る
東
西
十
二
km
、
南
北
六
km
の
湖
で
あ
っ
た
が
、
寛
文
十
年
に

開
始
さ
れ
た
干
拓
事
業
に
よ
り
「
干
潟
八
万
石
」
と
呼
ば
れ
る
新
田
へ
と
姿
を
変
え

て
い
る
。
刑
部
川
（
堀
）
と
は
、
椿
海
の
水
を
抜
く
た
め
に
整
備
さ
れ
た
排
水
路
の

名
称
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、『
臼
杵
市
所
蔵
絵
図
資
料
群
調
査
報
告
書
』
が
刑
部
川
と

し
た
川
は
、「
正
保
国
絵
図（

（1
（

」
に
も
描
か
れ
て
お
り
、
椿
海
干
拓
前
か
ら
川
は
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
景
観
年
代
は
、
寛
文
十
年
と
限
定
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
川
村
氏
の
よ
う
に
、
寛
文
十
年
以
前
の
姿
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

景
観
年
代
が
ど
こ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
川
村
氏
の
指
摘

さ
れ
る
大
多
喜
城
の
城
形
図
式
が
無
い
点
は
共
通
す
る
が
、
沼
田
城
主
・
松
城
城
主

の
記
載
は
残
念
な
が
ら
「
大
絵
図
」
に
は
な
い
。
両
者
に
共
通
す
る
図
像
と
し
て
は
、

利
根
川
が
銚
子
へ
抜
け
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
利
根
川
の
東
遷
事
業

は
、
江
戸
初
期
か
ら
幕
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
土
木
事
業
で
あ
り
、
江
戸

湾
へ
注
い
で
い
た
利
根
川
の
本
流
を
、
幾
度
か
の
瀬
替
工
事
の
末
に
常
陸
川
筋
を
経

て
太
平
洋
へ
と
流
す
事
業
で
あ
っ
た（

（1
（

。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
赤
堀
川
増
掘
削

に
よ
り
、
栗
橋
か
ら
関
宿
へ
向

け
て
の
通
水
が
可
能
と
な
り
、

利
根
川
東
遷
事
業
は
完
成
す

る
。
双
方
と
も
利
根
川
は
銚
子

に
向
け
て
流
れ
て
お
り（

（1
（

、
承
応

三
年
以
降
の
様
子
を
描
い
て
い

る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
大

絵
図
」・「
臼
杵
本
」
双
方
に
共

通
す
る
図
像
に
み
る
景
観
年
代
は
、
承
応
三
年
〜
寛
文
十
年
の
十
六
年
間
と
考
え
ら

れ
る
。

　

一
方
で
、「
大
絵
図
」
だ
け
に
描
か
れ
た
図
像
で
あ
る
が
、
下
総
関
宿
に
総
（
宗
）

寧
寺
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
5
）。
総
寧
寺
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
洪
水
の

難
を
避
け
る
た
め
下
総
国
府
台
に
移
転
し
て
お
り（

（1
（

、
関
宿
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
寛
文
三
年
以
前
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
大
絵
図
」
の
景
観
年
代

に
関
し
て
は
、
利
根
川
東
遷
後
の
承
応
三
年
以
降
、
総
寧
寺
が
移
転
す
る
寛
文
三
年

以
前
の
様
子
を
描
い
て
い
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
「
大
絵
図
」
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
図
像
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
、

類
似
絵
図
で
あ
る
臼
杵
市
教
育
委
員
会
所
蔵
絵
図
と
の
比
較
、
景
観
年
代
の
推
定
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
の
結
果
、「
大
絵
図
」
は
河
川
絵
図
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
多
く

の
情
報
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
江
戸
時
代
初
期
の
承
応
三
年
〜
寛
文
三
年
の
様
子

を
描
い
た
貴
重
な
絵
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
臼
杵
本
」
と
双
方
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
大
絵
図
」
の
作
成
者
ま
た
は
作
成
依
頼
者
は
水
戸
藩
に
縁
を
も

図 4　「関八州大絵図」椿海部分

図 5　「関八州大絵図」宗寧寺部分
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つ
人
物
で
、
水
戸
街
道
を
あ
え
て
主
要
街
道
と
し
て
書
き
加
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
大
絵
図
」
に
墨
書
さ
れ
た
寺
社
の
絵
や
小
判
型

の
村
名
な
ど
が
、「
臼
杵
本
」
の
よ
う
に
本
来
は
着
色
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
と
、

原
本
は
大
変
華
や
か
な
印
象
の
絵
図
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

　

様
々
な
要
素
を
含
ん
だ
絵
図
で
あ
る
た
め
、
今
後
大
い
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

臼
杵
本
の
他
に
も
同
様
の
絵
図
が
あ
る
か
調
査
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

註（
（
）「
関
八
州
大
絵
図
」
と
は
資
料
受
入
時
に
付
け
ら
れ
た
名
称
で
、
後
述
の
通
り
関
東
八
ヶ
国
の

み
を
描
い
た
絵
図
で
は
な
く
、
名
称
と
図
像
に
齟
齬
が
あ
る
。

（
（
）
城
を
持
た
ず
、
陣
屋
で
政
務
を
執
っ
た
藩
を
含
む
。

（
3
）
𣘺
本
直
子
「
近
世
〜
近
代
に
お
け
る
河
川
絵
図
の
研
究
」（
平
成
十
六
年
度
河
川
整
備
基
金
助

成
事
業
助
成
番
号
二
〇
〇
四
―
一
―
六
ー
二　

二
〇
〇
四
）、
で
は
明
治
大
学
図
書
館
蘆
田
文

庫
所
蔵
「
関
東
川
々
絵
図
」
を
は
じ
め
、
十
九
点
の
「
関
東
川
々
絵
図
」
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

（
4
）『
絵
図
学
入
門
』（
東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
一
一
）。

（
5
）
前
掲
𣘺
本
論
文
に
よ
る
と
、「
関
東
川
々
絵
図
」
の
成
立
は
十
八
世
紀
中
期
以
降
で
あ
る
と
さ

れ
、
後
述
す
る
「
関
八
州
大
絵
図
」
の
景
観
年
代
と
は
開
き
が
あ
り
、
当
該
図
は
「
関
東
川
々

絵
図
」
に
は
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
6
）
臼
杵
市
立
歴
史
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

資
料
番
号
307
お
よ
び
②
―
９
の
二
点
。

（
7
）『
臼
杵
市
所
蔵
絵
図
資
料
群
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
「
同
じ
図
柄
」
と
あ
る
。

（
8
）
こ
の
線
は
甲
州
街
道
で
は
な
く
、
甲
州
街
道
は
太
線
の
下
方
に
描
か
れ
て
い
る
。
甲
州
街
道

の
宿
場
で
あ
る
武
蔵
府
中
が
城
・
城
下
町
で
は
な
い
が
、
□
で
記
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）「
関
八
州
大
絵
図
」
で
は
大
山
沼
・
釈
迦
沼
・
永
井
戸
沼
等
を
一
つ
の
「
水
海
」
と
し
て
描
き
、

利
根
川
東
遷
事
業
の
際
に
開
削
さ
れ
（
通
水
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
））、
そ
の
後
利
根
川

の
本
流
と
な
る
赤
堀
川
（
備
前
堀
）
を
そ
の
「
水
海
」
か
ら
流
れ
出
る
堀
の
よ
う
に
描
い
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
赤
堀
川
と
同
様
利
根
川
東
遷
事
業
の
た
め
に
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

に
開
削
さ
れ
た
新
川
通
も
描
か
れ
て
い
る
が
、
利
根
川
本
流
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

同
様
に
開
削
さ
れ
た
江
戸
川
（
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
開
削
）
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
国
境
と
な
っ
て
い
る
川
は
庄
内
古
川
で
あ
る
）

（
（0
）
上
原
秀
明
「
諸
国
国
絵
図
」『
臼
杵
市
所
蔵
絵
図
資
料
群
調
査
報
告
書
』（
臼
杵
市
教
育
委
員

会　

二
〇
〇
五
）。

（
（（
）
川
村
博
忠
「
安
房
国
・
上
総
国
―
主
要
大
名
の
い
な
い
地
域
の
国
絵
図
」『
国
絵
図
の
世
界
』

（
国
絵
図
研
究
会
編　

柏
書
房　

二
〇
〇
五
）。

（
（（
）
企
画
展
図
録
『
殿
様
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
臼
杵
藩
と
絵
図
―
』（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館　

二

〇
〇
五
）。

（
（3
）『
千
葉
県
の
歴
史　

通
史
編　

近
世
一
』（
千
葉
県　

二
〇
〇
七
）。

（
（4
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（『
近
世
絵
図
地
図
資
料
集
成　

第
十
五
巻
（
フ
ル
カ
ラ
ー
版
：
正
保
国

絵
図
集
成
・
東
日
本
篇
）』　

科
学
書
院　

二
〇
一
〇
）。

（
（5
）
匝
瑳
郡
と
海
上
郡
の
郡
境
に
も
な
っ
て
い
た
。

（
（6
）
企
画
展
図
録
『
利
根
川
東
遷
と
関
宿
藩
』（
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館　

二
〇
〇
六
）。

（
（7
）
ど
ち
ら
の
絵
図
も
、
大
越
―
栗
橋
間
の
新
川
通
が
「
新
川
」
と
記
さ
れ
描
か
れ
て
い
る
が
利

根
川
本
流
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
江
戸
川
が
描
か
れ
て
い
な
い
な
ど
問
題
点
も
あ
り
、
ま
た
、

「
大
絵
図
」
で
は
赤
堀
川
が
「
水
海
」
の
堀
の
よ
う
に
描
か
れ
る
な
ど
、
利
根
川
東
遷
事
業
に

つ
い
て
は
全
て
が
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
（8
）『
角
川
地
名
大
辞
典
（（　

千
葉
県
』（
角
川
書
店　

一
九
九
一
）。

【
付
記
】

　
「
臼
杵
本
」
の
図
版
に
関
し
て
は
臼
杵
市
教
育
委
員
会
に
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


